
・原則として自宅勤務 ・研究活動は休止LV3_1) ・強い自粛

・可能な場合自宅勤務LV2_1) ・必要最低限な活動のみ実施

・通常の出勤、換気の実施1) ・原則通常通り、換気の実施1)
・渡航先の入国・行動制限に即す
・コロナ後の日常への配慮1)

教員の出勤 研究活動 海外出張・渡航

・２割程度の職員が出勤) LV3_2) 

・５割程度の職員が出勤LV2_3)

・通常通り実施

・可能な限り、オンライン会議を
実施する

・オンライン会議を推奨

・通常通り実施 ・通常通り実施

会議事務職員 国内移動

新潟大学における新型ウイルス感染拡大防止のための行動指針（教職員に関わること）

・通常の出勤、換気の実施1) ・コロナ後の日常への配慮2)

・通常通り実施 ・通常通り実施 ・通常通り実施

・新潟県外への移動自粛

レベル３

レベル2

コロナ前の
日常

コロナ後の
日常

レベル３

レベル2

コロナ後の
日常

コロナ前の
日常

・特定地域への移動の自粛

・混雑した電車・バス等では、
マスク着用を推奨3)

・職員の分散・在宅による接触機会の低減LV2_4)

令和５年4月1日からの新潟大学の状況

・一定の条件を満たす教育・研究活動
については許可により実施LV2_2)

コロナ後の日常：マスクを着用する人・しない人が、お互いを尊重し共存するキャンパスライフの実現
1) 必要に応じ基本的な感染対策を実施する：①社会的距離の確保②手指消毒・手洗い③マスク着用
2) 対面とオンラインそれぞれの利点を活かした会議を実施する
3) マスクの着用が必要と思われる場面：医療機関を受診する時、重症化リスクの高い方が多く入院・生活する医療機関や高齢者施設等へ訪問する時、
混雑した電車やバスに乗車する時、持病がある場合や体調がすぐれない時、換気が不十分な室等空間・密閉空間で会話を行う時 等

「コロナ後の日常」
特記事項



レベル3特記事項
LV3_1)大学機能の最低限の維持のために、部局長の許可の下で行う活動のみ可能
LV3_2)可能な限り、各部署２割以下を目指す

レベル2特記事項
LV2_1)非対面型授業の実施、会議への出席等が可能な場合
LV2_2)公務等（学会を含む）の重要な用務については、所属する組織の長から許可された場合において可能。なお、帰国
に際しては、日本政府が定める「水際対策強化に係る新たな措置について」に基づく対応とする。ただし、海外渡航許可
申請書裏面に記載の【留意事項】には十分留意すること。
LV2_3)各部署原則２チームに分けて、交互に自宅での勤務を実施
LV2_4)各部署原則２チームに分けて、分散・在宅による接触機会を低減した勤務を実施
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